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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、当初の研究計画より遅れたとはいえ、CERN でのビームタイムの制限

の中、カスプトラップを用いて初めて大量の反水素原子のトラップに成功したこと

は、この研究のカギとなる重要な研究成果であり、大きく進展したと評価できる。 

今後、研究目的とする反水素原子の磁気モーメントや重力の測定を行うには、い

くつかのハードルを越える必要があると思われる。これらの測定結果を、研究期間

内に出せるよう努力してほしい。 

 

 

 


